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学校 における働 き方改革への提言
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1は じめに

2020年4月28日 付 け 日本経 済新 聞 のあ る記事 に

納得 した.見 出 しは 「ウイル スは世界 を変 え る」.

編集委 員 の矢 野寿彦 氏 は,「 パ ンデ ミックには時代

や社会 を大 き く変 え る力が あ る.飢 餓や侵略,戦 争

とい った混乱 に乗 じて感染症が勢 いを増 し,大 改革

の時計を早回 しす るのか も しれ ない」 と述べてい る.

そ して今が,そ の時 を迎 えているというのだ.

「働 き方改革」関連法案が,2018(H30)年4月6

日に国会 に提 出され,6月29日 の参議 院本会議 で与

党 などの賛成多数 で可決,成 立 した.同 年7月6日

公布,翌2019(H31)年4月1日 か ら順次施行 され

た.学 校の 「働 き方 改革」 の強力 な追 い風 にな った.

しか し,学 校 にお いては,多 様 な取 組が進 め られ な

が らも改善 レベルで終わ っていた.

しか し,ど うだ ろう.実 に短期 間に在宅勤務 が始

まった.学 校 が休校 にな り,部 活動 は もち ろん授 業

もで きない状況 が続 いた.時 計の早 回 しどころか タ

イムス リップ したよ うなものだ.一 般 には,コ ロナ

禍が過 ぎ去 って も,元 の社会 に戻 ることはないだ ろ

うと言われ てい る.ウ ィズ コロナ と言われ る時代 は,

働 き方改革 ではな く,働 き方の構造改革 が進 め られ

てい くとまで言われてい る.働 き方が多様化 してい

くので あ る.学 校 に例 え るな ら,社 会の働 き方 の仕

組みが変わ る ことによって学校 の在 り方,学 びの方

法,勤 務形態 にも大 きな変化を余儀 な くされ るので

は ないか.9月 入学 の議論 もその中の1つ である.

大学で はいち早 く遠隔授業が始 ま った.ICTの

環境が整備 されて い る学校 は,不 十 分 なが らも,既

に遠隔授業 は進 め られて いる.片 や,家 庭訪 問や プ

リン ト配付 で終 わ ってい る学校 もあ る.休 校 の期 間

が長引 けば長引 くほ ど格差は広が ってい く.

この ような状 況の中,学 校 経営 はどのよ うに形 を

変え てい くのであ ろ うか.教 職 員,児 童 生徒,保 護

者,地 域,行 政 とどのよ うに意 思疎通 を図 り,学 校

を 目指す姿に向けて経営 していけばいいのだろうか.

経営方針,育 成を目指す資質 ・能力の共有等,遠 隔

会議や遠隔授業を,目 的別でっ くられたグループと

熟議を重ねながら進めていくことになるのだろうか.

コロナ禍の状況において,働 き方改革 という掛け

声が聞かれなくなってきている.し か し,働 き方改

革の 目的と新学習指導要領の実現に向けての提案の
一一っになれば幸いである.

2新 学習指導要領の全面実施 と働き方改革
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これか らの時代,何 をす るにしても働き方改革の

視点を持 っておかなければならない.「頑張 ってほ

しい」 なら,「頑張れる」環境を整備す るのは当然

であろう.

働き方改革にっいては,2019(H31)年1月25日

に,中 央教育審議会が 「新 しい時代の教育に向けた

持続可能な学校指導 ・運営体制の構築のための学校

における働き方改革に関する総合的な方策にっいて

(答申)」 を出した.こ の答申を踏まえ,文 部科学省

では,学 校における働き方改革に関す る取組を総合

的に進め,教 育委員会及び各学校において取 り組む

ことが重要 と考えられる方策にっいて,「学校にお

ける働き方改革に関する取組の徹底にっいて(通 知)」

(2019(H31)年3月18日30文 科初第1497号 文

部科学事務次官通知)を 示 している.更 に,2019(R

元)年6月28日 付で,「学校における働 き方改革の

推進に向けた夏季等の長期休業期間における学校の

業務の適正化等にっいて(通 知)」 において,学 校

閉庁 日の設定や長期休業期間中の業務等,働 き方改

革にっいて,各 教育委員会や学校が主体的に検討す

るよう求めている.

また,昨 年末には,「公立 の義務教育諸学校等 の

教育職員の給与等に関する特別措置法の一部を改正

する法律にっいて(2019(R元)年12月11日 公布)」

が公布され,働 き方ガイドラインが 「指針」 に格上

げされた.そ れらの通知文や中央教育審議会(答 申)

の中で,「学校 における働き方改革の 目的」を次の

ように明示 している.
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